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エグゼクティブサマリーエグゼクティブサマリーエグゼクティブサマリーエグゼクティブサマリー

《《《《 売却予定売却予定売却予定売却予定のののの物件物件物件物件がががが想定想定想定想定のののの売買条件売買条件売買条件売買条件をををを満満満満たさずたさずたさずたさず、、、、2017201720172017年年年年3333月期中月期中月期中月期中でのでのでのでの成約成約成約成約にににに至至至至らずらずらずらず 》》》》

連結決算概要 売上高 2,743百万円 営業匏益 569百万円
経常匏益 459百万円 当期純匏益 284百万円

トピックス
【 販売活動 】
���� 山下町プロジェクトⅠ（ 横浜中華街の土地開発 ）等の売却
���� 中国地方 および 東京都内での土地開発プロジェクトവ

【 仕入活動 】
���� 販売用勘動勩取得（ 山下町プロジェクトⅡ、鎌倉材木座 ）
���� 和歌山マリーナシティ３施設の信託受益権取得

【 子会社 】
���� 大匭ಜঁーঈफ़ーॹン؟൨子会社のマॖঋジॱঈル（販ଡ଼拡大・仕入拡大）
���� 阪神電鉄（農業分野における付加価値品の共同研究）と業務提携

勘動勩マーॣットऋ厢熱ൊ匇でँるऒとから、డ৭匐ৱしञ結卵３物件の仕入にऽる
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連結業績予想の修正について連結業績予想の修正について連結業績予想の修正について連結業績予想の修正について

【 2017ফ3月期 連結業績 】

(注) 卌ൗস額は、勖示単位満を卲りຽてて勖示しております。

◆期初予想からの減少要因
売却予定の販売用勘動産に関して高い購入意欲を示す顧客がいたものの、当社が想定する売買条件を
満たさなかったことから、2017ফ3月期中での成約に至らず。
価卺のৄ卟し等、販売勛റを卭匴ୈしたうइで、2018ফ3月期以ఋに売却予定。

当初予想 実績値 修 正 額
（ご参考）
2016/通期

売 上 高   3,100 百万円 2,743 百万円 △356 百万円 2,321 百万円

営 業 匏 益   870 百万円 569 百万円 △300 百万円 442 百万円

経 常 匏 益  650 百万円 459 百万円 △190 百万円 360 百万円

当 期 純 匏 益  420 百万円 284 百万円 △135 百万円 202 百万円
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2016/3月期 2017/3月期 増減額 増減厾

 売 上 高 2,321 2,743 422 18.2%
プリンシパルインベストメント事業 1,079 2,018 939 87.1%
ソリューション事業 1,066 547 △ 518 △ 48.7%
大多喜ハーブガーデン 175 177 1 0.9%

 売 上 原 価 1,184 1,462 277 23.4%
プリンシパルインベストメント事業 941 1,126 185 19.7%
ソリューション事業 180 268 88 49.2%
大多喜ハーブガーデン 62 66 3 5.7%

 売 上 匫 匏 益 1,136 1,281 144 12.7%

 販 管 費 694 711 17 2.6%

 営 業 匏 益 442 569 127 28.7%

 ৽ ଞ 匏 益 360 459 98 27.4%

 当 期 純 匏 益 202 284 81 40.3%

（（（（要約）連結損益計算書要約）連結損益計算書要約）連結損益計算書要約）連結損益計算書

[単位：百万円]

前ফ২にۂ＆Ａコンサルティング活動に伴う手包厄
収入を計上したたी、前ফ同期は減少。

※ソリューション事業の内容
蓮田SC賃厄収入、和歌山マリーナシティଦ当স、
PM事業等

（販売用勘動産）
・山下町PJⅠ（横浜中華街）土地売却、他３物件売却
（営業出資স）
・中国地方 および 東京都内での土地開発プロジェクト

分ଦস

(注) 卌ൗস額は、勖示単位満を卲りຽてて勖示しております。
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プリンシパルインベストメント事業プリンシパルインベストメント事業プリンシパルインベストメント事業プリンシパルインベストメント事業

◆ 販 売：山下町プロジェクトⅠ（横浜中華街の土地開発）、他３物件
◆ 共同事業：中国地方 および 東京都内での土地開発プロジェクト完വ
◆ 仕 入：山下町プロジェクトⅡ（横浜山下公園前ビル）、鎌倉材木座、和歌山マリーナシティ３施設※ （信託受益権）

※和歌山マリーナシティのଦ当স収入はソリューション事業で計上

主な売却案件

( 和歌山マリーナシティ )
※３施設

（事業内容）
ポテンシャルを有しながらも、匏用または低稼働により有効活用されていない勘動産の取得・開発

( 山下町プロジェクトⅠ )

仕入案件

（ 鎌倉材木座 ）
※完成イメージ

( 山下町プロジェクトⅡ )

( 収益マンション ) ( 叐 建 )

売上高・営業匏益厾推

（売上高） （営業匏益）

(芝公園PJ売却) (マンション用地等売却)

[単位：百万円] [単位：百万円]
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伊豆熱川（静岡県） ୕厨ఖ卶ູ（山県） 山下町PJⅡ（神ఱ川県） 鎌倉材木座（神ఱ川県）

（ 静岡県賀茂郡東伊豆町 ） （ 山県压都郡厫匾 ） （ 神ఱ勜県横浜市中区山下町 ） （ 神ఱ勜県鎌倉市材木座 ）

和歌山マリーナシティ（和歌山県）※信託受益権

和歌山マリーナシティホテル ପహດആ ソルカサ・デル・マール
（１階店舗部分）

販売勛റৄ卟しのअइଫ期売却 開発案件

蓮田SC（埼玉県）

（ 埼玉県蓮田市 ）

プリンシパルインベストメント事業プリンシパルインベストメント事業プリンシパルインベストメント事業プリンシパルインベストメント事業（主な販売用不動産）（主な販売用不動産）（主な販売用不動産）（主な販売用不動産）

収益勘動勩٭
バリューUP

マンション・ホテル開発
用地として売却予定

温浴複合施設として
開発予定

収益物件として保有しつつ、マリーナシティ内の
周辺遊休地について和歌山マリーナシティ社と共同開発を推進

設厵ಌৗ・ీ৺厬件ৄ卟
し等によるバリューUP



8

0

200

400

600

800

1,000

1,200

0

200

400

600

800

1,000

1,200

15/3 16/3 17/3

売上高 営業匏益

ソリューション事業ソリューション事業ソリューション事業ソリューション事業

◆ 賃貸管৶：蓮田ショッピングセンター（東武ストアへの一括賃貸借契約）
和歌山マリーナシティ（３施設の信託受益権）

◆ プロパティマネジメントサービス：管৶༠包 81༠、管৶叐包 1,190叐

売上高・営業匏益厾推 勘動勩൛案件

（売上高） （営業匏益）

(M&A手包厄収入)

（事業内容）
৳有勘動産の賃貸管৶事業、勘動産賃貸・売買の仲介業務、プロパティマネジメントサービス、コンサルティングサービス

【 蓮田ショッピングセンター 】

◆主な入居テナント
・東武ストア（蓮田マイン）← 一括賃貸借契約
・ノジマ（家電販売）
・セリア（100円ショップ）
・カーブス（フィットネスクラブ、他1店）
・学習塾

【 和歌山マリーナシティ 】

[単位：百万円] [単位：百万円]
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その他事業（大多喜ハーブガーデン）その他事業（大多喜ハーブガーデン）その他事業（大多喜ハーブガーデン）その他事業（大多喜ハーブガーデン）

（事業内容）
連結子会社である株式会社大多喜ハーブガーデンにて、ハーブガーデンの運営、ハーブの生産・販売。

・2014ফ2月に当社の完全子会社৲、勘఼厊事業（क़ग़ディング・ホテル事業）の廃止、販ଡ଼ఁ大に取り組んट結果、損失額は縮小傾向。
※2017/2月期 売上高：1億 7,700万円 営業損失：1,300万円※（※のれん償却額1,200万円を含む）

・阪神電鉄と業務提携契約締結
大多喜ハーブガーデンが匛णশফのハーブ生産の半・生産印ৡと農業分野への進出を図る阪神電鉄が手掛けるシイタケとを組み合わせる
ことで、ハーブ・キノコథ等を原厄とした付加価க厍の研究開発び生産への取り組み。

・ハーブガーデンの大幅リニューアル実施
今まで以上にハーブを身近に感じることができる大型ハーブ園へ。2017ফ3月には、収୴県でのஐの注৯スポットとして厰ரメディアᄘ৬にて
ງ介されるなन注৯২が高まる。

売上高・営業匏益厾推
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売上高 営業匏益
（売上高） （営業匏益）

ｳｴﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾎﾃﾙ事業
廃止（2014/7）

順天堂
共同研究契約

（ハーブガーデン外観）

（ハーブ農園内）

[単位：百万円] [単位：百万円]
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2016ফ
3月末

増 減
2016ফ
9月末

増 減
2017ফ
3月末

ফྸ匧
（ফ同期増減）

【 資産合計 】 5,407 2,092 7,499 △ 252 7,247 1,840

現 金 及 び 預 金 1,132 618 1,751 △ 535 1,215 82

販 売 用 不 動 産 2,681 1,338 4,020 47 4,068 1,386

営 業 出 資 金 1,070 △ 670 400 ー 400 △ 670

営業投資有価証券 122 5 127 △ 3 123 1

契約関連無形資産 ー 609 609 ー 609 609

そ の 他 資 産 400 190 591 239 831 430

（（（（要約）連結貸借対照表（資産の部）要約）連結貸借対照表（資産の部）要約）連結貸借対照表（資産の部）要約）連結貸借対照表（資産の部）

①

②

③

【 ① 現সび現স同等物の増減 】
現সび現স同等物は前期末比82百万円の増加

【 ③ 営業出資স・契約関連叄資産 】
営業出資সは中国地方および東京都内での開発
プロジェクト完വのたी減少

【 ② 販売用勘動産の増減 】
仕 入：2,508百万円

（和歌山マリーナシティ、横浜山下町PJⅡ、鎌倉材木座）

売 却：1,088百万円
（横浜山下町PJⅠ_横浜中華街、他３物件）

(1) (2)(2)ー(1) (3)(3)ー(2) (3)ー(1)
[単位：百万円]

(注) 卌ൗস額は、勖示単位満を卲りຽてて勖示しております。
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2016ফ
3月末

増 減
2016ফ
9月末

増 減
2017ফ
3月末

ফྸ匧
（ফ同期増減）

5,407 2,092 7,499 △ 252 7,247 1,840

負債合計 2,513 1,797 4,311 △ 169 4,142 1,629

短 期 借 入 金 642 △552 90 △ 35 55 △ 587

1年内返済予定長期借入金 71 64 136 657 793 721

長 期 借 入 金 1,278 2,159 3,437 △ 737 2,700 1,422

そ の 他 負 債 520 126 647 △ 53 594 73

純資産合計 2,893 294 3,188 △ 84 3,104 210

ঽഞ資ম比厾（٫） 53.5 ー 42.5 ー 42.8 ー

【 負債・純資産合計 】

（（（（要約）連結貸借対照表（負債・純資産の部）要約）連結貸借対照表（負債・純資産の部）要約）連結貸借対照表（負債・純資産の部）要約）連結貸借対照表（負債・純資産の部）

【 ④純資産の増減 】
匏益のみ上ऑ284百万円による匏益সの増加、
ならびにଦ当স支௸い66百万円による匏益সの減
少の結果、純資産は前期末比210百万円の増加

【 借入সの増減 】
① ಢ期借入স：△587百万円

（要 因）山下町Ⅰプロジェクト売却等に伴う減少

② 1ফ内ନ匡予定শ期借入স：721百万円
（要 因）山下町Ⅱプロジェクト仕入等に伴う増加

③ শ期借入স：1,422百万円
（要 因）鎌倉材木座および和歌山マリーナシティ取得等に

伴う増加

(1) (2)(2)ー(1) (3)(3)ー(2) (3)ー(1)

①

②

③

④

[単位：百万円]

(注) 卌ൗস額は、勖示単位満を卲りຽてて勖示しております。
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2016/3月期 2017/3月期

営業活動キャッシュ・フロー △ 2 △ 360

卮匂等調整前当期純匏益 360 435
営業出資সの増減額 830 670
たな卸資産の増減額 △ 548 △ 1,389
その他 △ 643 △ 75

投資活動キャッシュ・フロー △ 1,186 △ 972

子会社株式の取得 △ 1,220 △ 751
貸付による支出 － △ 217
その他 34 △ 4

財務活動キャッシュ・フロー 1,161 1,415

借入সの増減額 1,471 1,559
ଦ当সの支௸額 △ 259 △ 66
手包厄の支௸額 △ 45 △ 73
その他 △ 4 △ 3

△ 26 82

1,159 1,132

1,132 1,215

現সび現স同等物の増減額

現সび現স同等物の期匹ଋ高

現সび現স同等物の期末ଋ高

（（（（要約）連結キャッシュ・フロー要約）連結キャッシュ・フロー要約）連結キャッシュ・フロー要約）連結キャッシュ・フロー

(注) 卌ൗস額は、勖示単位満を卲りຽてて勖示しております。

【営業活動によるキャッシュ・フロー】当期の営業活動の結果、却用した資সは360百万円
となる。
（主な増減要因）
・卮স等調整前当期純匏益の計上 435百万円
・営業出資সの減少 670百万円
・たな卸資産の増加 1,389百万円

当期の投資活動の結果、却用した資সは972百万円
となる。
（主な増減要因）
・連結೧の厭ಌを伴う子会社株式の取得による支出

751百万円

当期の財務活動の結果、得られた資সは1,415百万円
となる。
（主な増減要因）
・ಢ期およびশ期借入সのନ匡による支出 820百万円
・ಢ期およびশ期借入れによる収入 2,380百万円
・ଦ当সの支௸い 66百万円

以上の活動の結果、現সび現স同等物の期末ଋ高は
1,215百万円となる。

[単位：百万円]
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2018ফ3月期 展開
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基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略

保有勘動勩の販売勛റৄ卟し・ଫ期売却

勱শ分野षの匐ৱ

－－－－ 基基基基 本本本本 戦戦戦戦 略略略略 －－－－
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基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略

保有勘動勩の販売勛റৄ卟し・ଫ期売却１１１１

৳有販売用勘動産にणいて、販売価卺のৄ卟し、営業৬勧のৄ卟しなन販売勛റを卭匴ୈ
し、早期売却を図る。

２２２２

（開発用勘動産）
市ৃ୭・及動勯等を౷まइ、３10ع億円ங২の小ع中厶ெ匽件の仕入。
主な対象地域：東京（東京・神ఱ勜・埼玉・収୴）、関勽
主な対象分野：ホテル開発 および ホテル用地開発、商業施設用地開発等

（収益勘動産）
ストックビジネス（安定収益）の比厾を上ऑることにより販管費をカংー。強固な収益基盤
の卾য়へ。
対象地域：全国（東京都を除く）
主な対象分野：ホテル、物及施設、商業施設等

勱শ分野षの匐ৱ（৵ع中厶ெの開発用勘動勩の仕入強化・安定収益の拡大）
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２０１８年３月期連結業績目標２０１８年３月期連結業績目標２０１８年３月期連結業績目標２０１８年３月期連結業績目標
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(予想)
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【 当期純匏益 】

(予想)

２０１８２０１８２０１８２０１８年年年年３３３３月期月期月期月期はははは成長分野成長分野成長分野成長分野へのへのへのへの投資投資投資投資にににに注力注力注力注力

将来将来将来将来のののの持続的成長持続的成長持続的成長持続的成長にににに向向向向けてけてけてけて収益力向上収益力向上収益力向上収益力向上をををを実現実現実現実現させるさせるさせるさせる年度年度年度年度《

《

[単位：百万円] [単位：百万円] [単位：百万円]

2017/3期 2018/3期 増減額 増減厾

売 上 高   2,743 百万円 2,500 百万円 △243 百万円 △8.9 ％

営 業 匏 益   569 百万円 470 百万円 △99 百万円 △17.5 ％

経 常 匏 益   459 百万円 350 百万円 △109 百万円 △23.9 ％

当 期 純 匏 益   284 百万円 230 百万円 △54 百万円 △19.2 ％

配 当 স   ２円   ２円 ー ー
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ম資厄に卌ൗされている業績予想等のల勵に関する卌は、当社が現厪入手し
ている午匔および合৶であると匯友する一定の前提に基तいており、当社と
してその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要
因により大きく౮なる參印勯があります。

－－－－ ＩＲに関するお問い合わせ先 －－－－

株式会社イントランス ＩＲ担当

TEL ：03-6803-8100 FAX ：03-6803-8105

URL ：http://www.intrance.jp/


